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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞
・本日・明日の院内研修案内です。出席しましょう。
　　【事故発生時の報告と記録について考える】
日　時：12/14(木)、15(金)17:30～18:30 
場　所：メモリアルホール
講　師：藤原JGM　　　　　　　　　　　　
　
・血液検査センターより、年末年始の業務案内が届いています。年内は12/30(土)午前中で終了。来年1/4(木)より通常営業となります。

・12/13(水)病棟巡視結果、概ね環境整備・整理整頓は出来ていたとの報告受けています。旧喫煙室窓ガラスの汚れ、男子トイレの臭気が指摘箇所として上げられていました。旧喫煙室窓ガラスの汚れについては、本日清掃実施しています。男子トイレの臭気については、ハッカ油を散布し、効果を見ていくこととしています。又、環境整備の一環として、和室コーナー座布団の新調と、303号室の断熱対策として、ガラスへ貼る断熱材等を検討していきます。
　　
＜患者様連絡事項＞
・犾守　佑太様～昨日15:00～先ずは家族(両親)、主治医、病棟管理者、スタッフにて面談開始しています。主治医より、現在北病棟で生活出来ている様子、作業療法や買い物など、それなりに行えていることをご家族様へ説明しています。ご家族様は、北に移ったらすぐ退院すると以前本人が言っていたので心配だったとのこと。ご家族様は、障害者年金等制度を使っていくことを希望されています。
本人様入室し、主治医から本人様へ、退院してからの生活基盤を確保していくことが必要で、具体的には障害者年金を勧めています。就職するまでの間や生活費などのことも考え、主治医・ご家族からも再三勧めていますが本人様は一貫して拒否。働く、就職すると言われています。年金をもらわなくても困っている事は全くなく、親なんだから金を出すのがスジなのではないかとの発言もあり、怒った父親様は途中退室されています。統合失調症という診断名にも納得していない様子で、今内服を続けているのも睡眠をとるための口実でしかないと話されています。入院している現状については、「あなたたちが仕組んでいるんでしょ。」と返答。母親様は涙ながらに本人のためであること、家族も対応で疲弊していること(父親は入院している)、入院前後の本人の変化等を本人へ語り続けましたが、本人様は「私だって一人の体じゃない。仲間がいる。私達も馬鹿にされては困ります。そのうちぶん殴られんで！暴力団とか暴走族とか。海に沈められたり車に引き摺られたり！」と声を荒げていました。主治医からは、やれることはやってから退院してもらいたいと思っている。と説明しています。
本人様退室し、母親様から、あのような病識である限り、進む道はないのですかと尋ねられることありました。主治医からは、病気の治療には必ずしも病識は必要となるとは限らないこと説明され、面談終了しています。

・布施　邦雄様～12/20(水)10:00退院予定としています。SWより高松病院へ伝えていく事
としています。

・畠山　文男様～本日13:00～愛護手帳申請のため、福祉会館へご家族様同行し外出されています。15:00帰院。愛護手帳は貰える状況であり、1ヵ月後に姉様の自宅に届く予定です。又、本日の診察結果は、兄様の自宅へ届く予定となっています。兄様より、診察結果は東病棟の西山Nsへ直接連絡するとのことで、兄様宅へ書類が届き次第、北病棟へ持ってきてもらい、西山Ｎｓへ手渡しする事となっています。周知をお願いします。

・日向端　庸男様～本日14:00アパート検索のため、青明舎スタッフ同行し八代産業へ外出されています。16:30帰院。不動産より保証人となる兄様以外にも、どなたか緊急連絡先として教えていただきたいと説明がありました。兄様へは青明舎より連絡して頂いています。

＜要注目患者様＞
・内田　都影様～本日は朝から不機嫌な様子見られていましたが、妄想に左右された発言は
無く経過しています。朝食は遅れながらもレストランへ移動し、全量摂取
出来ています。引き続きトラブルに注意し、必要時介入していきましょう。
また、精神状態の観察も行っていきましょう。

・飯田　修子様～最近の臥床傾向は続いており、他者トラブル無く経過しています。不満を
訴えることはありますが、大声・叫び声上げること無く自制出来ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
声掛け・促しは必要ですが、日課も支障無く行えています。夜間、ベッド　
臥床しながら菓子を食べている様子あり、指導しています。誤嚥の可能性
もありますので、密にラウンドしていきましょう。

・曽我　正子様～気分の高さ見られ、まとまりのない言動や、注意力の散漫さ目立っていま
す。おやつを購入したいとの訴えあり、妹様からの差し入れのみであるこ
と、一週間分を毎日曜日に渡すこと伝えていますが、怒り出し、自室にて
叫んでいることありました。引き続き、精神状態の観察を行い、必要時は
介入していきましょう。

・松永　勘五郎様～他者交流は見られないものの、穏やかに過ごされています。プログラム・OTの区別がつかず、ウロウロしていることもありますが、概ね日課は支障無く行えています。引き続き、精神状態の観察を行い、必要時は介入していきましょう。

・滝田　英人様～独語・放歌のトーンが高くなって来ています。本日作業中には踊りだすなど、気分の高さも見られて来ています。引き続きトラブルに注意し、声のトーンを下げてもらう等、必要時介入していきましょう。

＜皮膚科診察＞
・佐々木　淳様～全身の掻痒感の訴えがあり、タベジール2T 2×朝・夕7日分追加処方となっています。

・松谷　和也様～先週軟膏処置終了となっていましたが、顔面・体幹・四肢はアトピー性皮膚炎ですので、処置継続となります。顔面ロコイド軟膏、体幹・四肢デルモゾールDP軟膏処方となっています。

・嶋守　京子様～デルモゾール軟膏1本処方となっています。

・山口　富造様～タベジール継続処方となっています。

・松永　勘五郎様～デルモゾールDPローションは継続処方となっています。腹部にシールかぶれがあるためヘパリン類似物質油性クリーム処方となっています。

・五日市　規様～治癒。処置終了です。

・布施　邦雄様～右下腿部は治癒。両足の爪白癬はケルガー液処置継続です。

・飯田　修子様～テルビナフィンクリーム1本処方となっています。

・千葉　光広様～デルモゾールDPローション1本処方となっています。

・三上　勇様～デルモゾールDPローション1本、ケルガー液1本処方となっています。

・戸賀沢　潔様～アズノール軟膏1本処方となっています。ヘパリン類似物質クリームも考えてみるとのことです。

・原　吉郎様～先週から頚部も追加となっています。デルモゾールDP軟膏2本処方となっ
ています。

・磯島　貴広様～両趾間のゲンタマイシンは止め。テルビナフィンのみとなります。両足指間はエキザルベ＋テルビナフィンクリームとなります。

＜安ケ平Dr診察＞
[bookmark: _GoBack]・嶋守　京子様～便が緩いとの訴えがあり、次回定期より就床前薬のセンナリドが2錠1錠へ減薬となります。また、本人希望時、便秘時の継続指示センナリド1錠服用の指示ががIFオーダーに追加となります。


＜馬渡Dr診察＞
・曽我　正子様～両下肢の浮腫は持続しています。下肢挙上し、様子を見ることとしていましたが、気分の高さもあり、まとまった睡眠・休息を取ることが出来ずにいます。明日(12/15)より臨時薬vdsオランザピン2.5mg5mgへ増薬となっています。又、12/15(金)採血の指示も出ています。

・原　吉郎様～「脳が疲れた。」等発言し、青山荘入所体験を拒否されています。12/18(月)～12/19(火)の宿泊体験はキャンセルしています。本人の希望もあり、来年より改めて進めていきます。独語は目立ちませんが、幻聴は依然続いているとのこと。明日(12/15)より臨時薬リントン2㎎3T　3×各食後、リントン0.75mg2T　2×朝・夕へ変更となっています。

＜ＯＴより＞
・飯田　修子様～OT再開後より、拒否無く参加は出来ていますが傾眠傾向です。他者トラブルは無く取り組むこと出来ています。引き続き、都度声掛けし、取り組み時間の延長に繋げていきます。
